










要旨 小児期からの成人病予防に関する効果的な調査、研究をすすめるために、これまで

の国内外の研究結果についての検討を行ない、それら研究の問題点や、今後の我われのす

べ研究の方向について考察した。学童年齢以降の高脂血症の研究に関しては、外国では長

期間のコーホート追跡調査により、その実態はかなり明らかにされていた。しかし、低い

年齢を対象としたコーホート調査は国内外ともまだ十分ではなかった。また、高脂血症ス

クリーニング、介入などに関しては、hospital-base の研究が多く、まだ一定の評価、結

論は得られていなかった。 


